
 

 

 

 

創立者・須賀栄子先生のご命日にちなんで、毎年取り組んでいる宇都宮市福祉施設へのエプロン

寄贈を、１０月１１日（木）に行いました。温かい心づかいの一貫として、心をこめて作った子ども

用エプロンを、宇都宮市子ども部へ届けるこの取り組みは、今年で３０年目を迎えました。 

今年は１０１枚を届けました。寄贈したエプロンは計３千枚を超えました。 

夏休みに実習させていただいた保育園では、園児が実際に身に着けて給食の配膳をしたり、おま

まごとをしてくれていました。 

平成の始まりとともに先輩がスタートさせたこの取り組みを、時代が変わっても後輩たちに引き

継いでいきたいと思います。 

この様子は、下野新聞に取材していただき、「ホッとニュース」として掲載されました。 

 

１年生の代表が、宇都宮市の塙 雅彦子ども部長に届けました。 


